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野津 謙 ･庄武孝義 ･和田一雄 ･峰揮 満 1)
研究概要
1)ニホンザルの舛田近伝学的研究











































































































6)庄武孝義 ･野滞 誹 ･川本 芳 ･足立 明 ･
林 良博 ･西田隆雄 (1988):ネパールの在
来家畜に関する研兜.ネパール在来山羊の遺
伝的変只性.耶80回日本畜産学会 (宋京 ).











































杉山亭九 ･大沢秀行 ･中川尚史 ･佐打 統 ･
71)=スマ-ガスパール ･芝尻松子8)
大分県苗崎山の餌付け個体群を対象に採食丑と
繁殖成功度を示す人口学的パラメーターが17年に
わたって追跡記録され,パラメーター相互に強い
関係が明らかになったので頓次公表の準備を進め
ている｡また,宮城県金華山では季節変化による
食物供給とそれに対する採食方法の変化を.長野
県志賀高原ではハナレオスの群れへの接近状況か
ら雌の排卵期をめぐる両性間の繋荊城崎を探った｡
一方,社会部門と共同で所内放飼場若桜群におけ
る全ての性行動の追跡記録をとり,各性 ･各社会
的地位による繋殆敬略と実施成功度を明らかにし
つつある｡
4)動物における柾内子殺しの社会生態学
杉山率丸
ハヌマンラング-ルで応初に確認された野生動
物 (嘱乳類 )社会における校内子殺しの近因と遠
因,その相互関係を,野外調査を交えながら理論
的に考察している｡
5)ニホンザルのメスの噸位形成のメカニズム
の研究
森 明雄 ･泣辺邦夫6)
串良群におけるメスの頓位の変遷を経年 的
に分析し.順位がどの程度維持 ･継承されるのか
を調べた｡また家系噸位,姉妹間の噸位関係が,
川村の順位形成に関する仮説に従っているのかど
うかの検討を前年に引き続いておこなった｡
6)カメルーン国力ンポ動物保雷区における昂
猟の研究
額 明雄
カンポ動物保琵区では樹上性詔長照の研究を行
っているが,サイド･ワークとして.現地の人々
の生計活動の中で茄変な役割を占める跳馬猟の調
査を行ってきた｡矧 こ.斯道やそれを通過する動
物に対する現地の人々の認知隅造の分析を行っている｡
5)研修員
6) こホンザル野外祝祭施設
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